
本校における大雪等による臨時休業の対応について 

令和元年１２月１６日 

１ 臨時休業とする要件 

（１） 音更町内に大雪特別警報又は大雪警報が発表された場合 。 

（２） 大雪等によりスクールバスの運行が困難な場合。 

（３） 上記（１）（２）以外に大雪、暴風雪などにより、児童の登下校に危険 

が生じると判断される場合。 

※第１段階として、午後７時００分に翌日の臨時休業の判断をします。 

※午後７時００分に翌日の臨時休業の判 断ができなかった場合は、早朝 

（基準は午前５時３０分）に判断します 。 

 

２ 午前５時３０分以前に「大雪警報等」が発表されている場合の対応 

（１）臨時休業の判断をし、臨時休業とした場合、（２）以下の対応をとります。 

（２） マチコミにより、 臨時休業としたことを各家庭に次のことを伝えます 。 

（午前６時までに連絡を開始します） 

・学校が臨時休業となった場合、学童保育所は午前８時００分から午後７時

００分までの１日保育となり、昼食の持参が必要となります。保護者等が

児童を学童指導員へ引き渡してください。 

・学童保育所の開設予定が上記と異なる場合は、マチコミ により、必要な情

報を通知します。 

（３）スクールバスは運休となります 。 

 

３ 登校後、臨時休業となる要件が発生した場合 

（１） 臨時休業、下校の繰り上げについて判断します 。 

（２） 下校させることが危険と判断される場合は、児童を学校に待機させるこ 

ともあり得ます。 

 

４ ３により臨時休業、下校の繰り上げとした場合の対応 

マチコミにより、各家庭に次のことを伝えます 。 

・臨時休業としたこと（学校に待機させている場合は、その旨伝える 

・学童保育所の開設予定   

 

以上 


